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	２　役職員等は、原則として、別紙に掲げる⾏為を⾏ってはならず、やむを得ない理由により当該⾏為を行う場合には、事前に理事長に書面で申告するものとする。
	２　役職員等は、その形態の如何を問わず、就任又は採用時並びに新たに法人以外の団体等の役職員を兼ね、又はその業務に従事することとなった場合には、利益相反行為に該当する事項に関する自己申告を行うものとする。
	３　法人は、利益相反行為の防止のため、役職員等に対して利益相反行為に該当する行為を行わないよう指導するとともに、申告内容を確認し、必要な是正措置を講じなければならない。

